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マーキング間の神経のみにあたるよう 90Gy の X 線を照射した（R 群）。Sham 群では照射を
せず同様の手術手技のみを行った後 15分間放置した（S群）。その後は両群とも鉛の板を除
去し閉創した。これらの 2 群において、それぞれ術後 4 週毎に 24 週まで SFI（Sciatic 
Functional Index）を用いた機能評価を行った。24 週の評価後、X 線照射部より中枢の坐
骨神経を電気刺激して筋誘発電位測定による電気生理学的検査を行った。その後、坐骨神
経を採取し、トルイジンブルー染色を行い軸索の組織学的評価を行った。また、神経束断
面の中で軸索面積が占める割合である軸索充填密度（axon packing density）を計測した。 


















は近位部で S 群に比べて R 群で有意に低下しており、逆行性神経障害の可能性が考えられ
た。 
 今後の展望として、本モデルを用いた端側神経縫合による bypass grafting を行う予定
である。障害部位に対して通常の神経移植を行った場合、機能の残存する神経は一旦完全
麻痺を経過したあと、神経再生が始まる。一方で端側神経縫合による bypass grafting で
あれば、残存する機能を温存したまま、神経再生を促すことができる。放射線性神経障害
の治療の一つになることが期待できる。 
